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業績予想の修正に関するお知らせ  

近の業績動向を踏まえ、平成23年５月17日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,714 133 129 52 11.14
今回修正予想(B) 4,723 118 66 △18 △3.86
増減額(B-A) 8 △14 △62 △70
増減率(%) 0.2 △10.7 △48.2 ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成23年3月期第2四半期）

4,571 156 175 51 11.03

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,655 63 56 13 2.92
今回修正予想(B) 8,544 130 86 △3 △0.83
増減額(B-A) △111 67 30 △17
増減率(%) △1.3 105.5 53.9 ―
（ご参考）前期実績 
（平成23年3月期）

8,407 86 87 61 13.17

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,450 155 163 86 18.25
今回修正予想(B) 4,502 199 248 157 33.43
増減額(B-A) 51 44 84 70
増減率(%) 1.2 28.4 51.8 81.6
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成23年3月期第2四半期）

4,452 191 239 60 12.83

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,079 56 73 39 8.23
今回修正予想(B) 8,059 163 223 48 10.24
増減額(B-A) △20 107 149 9
増減率(%) △0.3 191.5 203.1 23.3
（ご参考）前期実績 
（平成23年3月期）

7,971 113 227 △173 △36.92



修正の理由 
 当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は水産事業が減少し、食品事業が増加したことから、８百万円（0.2％）の
増収となる見込みであります。営業利益は、コスト削減を積極的に実施してまいりましたが、予想以上に原材料コストが増
加したことから、14百万円（10.7％）の減益となる見込みであります。また、海外連結子会社において為替差損（93百万円）
の発生が見込まれることから、経常利益は62百万円（48.2％）の減益、四半期純利益は70百万円の減益となる見込みであ
ります。 
 
 当連結会計年度の業績は、食品事業は主力商品の販売が順調なことから増収となる見込みでありますが、水産事業の
エビ飼料類及びマダイ飼料類が当初予想を下回る見込みとなることから売上高は１億11百万円（1.3％）の減収となる見込
みであります。営業利益はコスト削減の取組みにより67百万円（105.5％）の増益、経常利益は為替差損の発生は見込まれ
ますが30百万円（53.9％）の増益となる見込みであります。当期純利益につきましては、海外連結子会社において損失が見
込まれることから17百万円の減益となる見込みであります。 
 
 当第２四半期累計期間の個別業績は、売上高は水産事業及び食品事業とも当初予想を上回り、51百万円（1.2％）の増
収となる見込みであります。利益面につきましては、積極的なコスト削減を実施したことから営業利益は44百万円（2
8.4％）、経常利益は84百万円（51.8％）、四半期純利益は70百万円（81.6％）それぞれ増益となる見込みであります。 
 
 当事業年度の個別業績は、売上高は当連結会計年度と同様の理由により、20百万円（0.3％）の減収となる見込みであり
ます。利益面につきましても当連結会計年度と同様の理由により営業利益は１億７百万円（191.5％）、経常利益は１億49百
万円（203.1％）、当期純利益は９百万円（23.3％）それぞれ増益となる見込みであります。 
 
※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想につきましては、発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後起こ
りうる様々な要因によって異なる場合があります。 

以 上


